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戦没者追悼式
恒久平和を願い

くりやまマルシェ 2012
うまいものが集結　3,500人が舌鼓

『くりやまマルシェ 2012』が、8 月 18 日、栗山公園
で開催され、地元農産物や加工品などのおいしいもの
が栗山公園に集結しました。今年は、出店各ブースの
中から、来場者が「うまい」と感じたものに投票し、
その得票数でグランプリを決定する、日本ハムファイ
ターズの栗山監督杯争奪「うまんもんグランプリ」が
開催され、グランプリには「北海道三富屋のコロッケ」
が選ばれました。グランプリ商品は、栗山監督へ差し
入れされる予定となっています。

戦争で亡くなられた方々を追悼する戦没者追悼式（町
主催）が 8 月 20 日、ご遺族や関係者など約 100 人が参
列し、角田農村環境改善センターで行われました。黙と
うの後、椿原紀昭町長は式辞で ｢町民の皆さまとともに、
平和であることに感謝し、思いやりの心がかよう元気の
でるまちづくりに向けて頑張ってまいります。｣ と述べ
ました。その後、栗山詩吟会の皆さんによる献詩朗詠に
続き、全員で献花を行い、戦没者のご冥福と世界の恒久
平和を祈りました。
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

姉妹都市子ども交歓のつどい
宮城県角田市へ栗山町から18人訪問

昭和 54 年から始まり今年で 34 回目を迎える「姉妹
都市子ども交歓のつどい」が宮城県角田市で行われまし
た。毎年交互に訪問・受け入れを行っており、今年は、
8 月 3 日から 7 日の日程で栗山から小中学生 18 人が同
市を訪問。車いすバスケットの日本代表選手との交流や、
観光名所の御釜を散策など、交流事業をとおして角田市
の子どもたちとの親睦を深めました。また 350 年の歴
史がある金津七夕にも参加するなど、貴重な経験と出会
いに恵まれた 5 日間となりました。

栗山町 検索

夏休みを利用してボランティア体験
ペットボトルキャップ選別作業

栗山高校と継立中学校の生徒 7 人が 8 月 1 日、総合
福祉センター「しゃるる」で清涼飲料水のペットボト
ルキャップ選別作業のボランティアをしました。栗山
町老人クラブ連合会（西田勉会長）が取り組むペット
ボトルキャップ収集活動で行う作業のひとつで、集め
られたキャップの異物除去や選別などを行いました。
選別されたキャップは江別市のエコキャップ推進協会
を通じてアフリカなどの発展途上国にポリオやはし
か、ＢＣＧなどのワクチンとして届けられます。

コカ ･ コーラ環境フォーラム 2012
雨煙別小学校 コカ･コーラ環境ハウス

伊勢ヶ濱部屋激励会
大関日馬富士らと町民が交流

大相撲伊勢ヶ濱部屋（伊勢ヶ濱親方：第 63 代横綱
旭富士）の激励会が、7 月 31 日、ホテルパラダイス
ヒルズで開かれました。先の名古屋場所で、全勝優勝
を果たした大関日馬富士の祝賀会とあわせて行われた
激励会には、後援会関係者やファンなど約 150 人が参
加しました。鈴木紀元教育長の乾杯により会食と交流
会が始まると、参加者は、豪華な料理とお酒に舌鼓を
うちながら、伊勢ヶ濱部屋の力士 15 人と楽しいひと
時を過ごしました。 

環境教育・保全活動に取り組む全国の学生たちを称え
支援する「コカ ･ コーラ環境フォーラム 2012」が、雨
煙別小学校 コカ ･ コーラ環境ハウスで 8 月 3 日から 5
日まで開催されました。全国で活動する 185 団体の中
から、15 団体がノミネートされ、選考の結果、活動表
彰部門の大賞には兵庫県の尼崎市立成良中学校が、次世
代支援部門の大賞には京都市立伏見工業高校のシステム
工学科工学探究コースがそれぞれ選ばれました。

80 点取るまでかえれま戦
せん

栗の樹ファームでソフトボール大会

陶芸用電気炉の改修
あさひ工房の陶芸室　コミュニティ助成で

栗山陶芸同好会（古瀬一芳会長）は、財団法人自治
総合センターのコミュニティ助成事業により、平成 8
年度に整備されたあさひ工房の「陶芸用電気炉」を改
修しました。コミュニティ助成は、同センターが住民
のコミュニティ活動を促進し、その健全な発展を図る
とともに宝くじの普及広報を目的に行われています。
この電気炉は工房体験教室のこども陶芸教室などにも
使用されるなど、今後も、多くの老若男女が相集い創
作活動を進めることが期待されます。

栗山青年会議所青年部（高杉文浩会長）主催の「80 点
取るまで帰れま戦（せん）」が、8 月 25 日、関係者約 80
人が参加し、栗の樹ファームで開催されました。日本ハ
ムファイターズの栗山監督への応援と感謝の気持ちを込
めた「栗さんのおかげです事業」の一環で、栗山監督の
背番号 80 にちなみ、80 点とるまで行うソフトボール大
会です。大会終了後には焼肉とビールを囲んで懇親会も
行われ、栗山町のまちの活性化や、栗山監督の応援プロ
ジェクトなどについ熱く話し合われました。



栗
山
ダ
ム
の
貯
水
量
が
減
少
し
て
い

た
た
め
節
水
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
貯
水
量
が
回
復
し
水
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の
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。
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交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
ず
納
得
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

を
審
理
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査

会
」
が
あ
り
ま
す
。
審
査
の
申
し
立
て

や
相
談
に
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
ま
す
。
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と

き
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
検
察
審
査
会
事
務
局
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2
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）
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町
で
は
、
支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん

に
対
し
、
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）
と
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対

象　

町
内
在
住
の
児
童

◇
助
成
内
容

道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療
育
セ
ン

タ
ー
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
が
い
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
、
乳
幼
児
、
児
童
）

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
の
助
成

◇
対

象

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
利
用
者

◇
助
成
内
容

･
町
内
事
業
所
（
栗
山
町
子
ど
も
発
達
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
利
用
料
金
の
全
額

を
助
成

･
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
１／２
を
助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対

象　

児
童
と
保
護
者
の
方
１
人

◇
助
成
内
容

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
、
最
低

運
賃
の
１／２
を
助
成

※
栗
山
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
利
用
に
か
か
る
交
通
費
の
助
成

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
他
の
割
引
制
度
が
あ
る
場
合
は
、
制
度

利
用
後
の
運
賃
の
１／２
を
助
成
し
ま
す
。

暮  

ら  

し
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◆
申
請
受
付

平
成
24
年
４
月
～
９
月
分
（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
方
法

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

10
月
12
日
㈮

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2

◆
対

象

　

特
定
疾
患
の
治
療
や
人
工
透
析
の
た

め
通
院
（
合
併
症
の
た
め
町
外
の
医
療

機
関
に
通
院
）
さ
れ
て
い
る
方

◆
助
成
内
容

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

平
成
24
年
４
月
～
９
月
分
（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
方
法

申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
通
院
証
明
書
の
か

わ
り
に
病
院
で
発
行
す
る
領
収
書
の
提

出
に
よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。

◆
申
請
期
限　

10
月
12
日
㈮

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ
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2
2

人　口     13,187 人  （＋51）
　男　　 6,149  人  （＋40）
　女　　 7,038  人  （＋11）
世帯数　 6,086世帯（＋58）

人のうごき

町
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
徘
徊
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
徘
徊
行
動
が
見
ら

れ
る
認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
が

安
心
し
て
介
護
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
徘
徊
し
て
い
る
高
齢
者
を
早

期
に
発
見
で
き
る
機
能
を
有
す
る
機
器

（
徘
徊
探
知
機
）
の
購
入
費
用
の
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
対
　
　
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
本
町
に
住

所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
認
知
症
に
よ

る
徘
徊
行
動
が
見
ら
れ
る
方
を
介
護
す

る
家
族
ま
た
は
親
族
で
す
。

･
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
認
定
に
お

い
て
、
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
１
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以
上
の
者

･
医
師
に
よ
る
診
断
で
認
知
症
と
認
め
ら

れ
た
方

･
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
者

◆
助
成
額

助
成
の
対
象
経
費
は
、
徘
徊
探
知
機

の
機
器
購
入
費
や
加
入
料
金
（
登
録

手
数
料
）
に
要
す
る
費
用
（
上
限
は

1
万
1
5
0
0
円
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
徘
徊
探
知
機
購

入
に
係
る
領
収
書
（
明
細
書
の
写
し
）、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
介
護
保
険
証
を
用
意
の
上
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ
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栗
山
ダ
ム
の
貯
水
量
が
回
復

国 民 年 金
「国民年金保険料が

クレジットカードで納付できます」
　国民年金保険料を納めやすくするために、ク
レジットカードをご利用いただけます。納付で
きる保険料は「定額保険料」、「付加保険料込み
の定額保険料」となります。
　カード会社へのお支払回数は、１回払いのみ
となります。
　クレジットカードでの納付をご希望される場
合は「国民年金保険料クレジットカード納付申
出書」の提出が必要となります。
　詳しくは町住民福祉課住民・国保グループま
でお問い合わせください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ ☎� 7509

◆
日

時　

　

９
月
28
日
㈮　

午
前
7
時
～

◆
場

所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
受
診
で
き
る
項
目

特
定
健
診
、
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検

診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
（
乳
が
ん
検
診
に
は
定
員

が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

◆
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

　

☎
�
2
2
5
6

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん
に

医
療
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん

に
通
院
費
を
助
成

高
齢
者
の
徘
徊
に
お
悩
み
の

家
族
の
方
へ

【問い合わせ】
町住民福祉課福祉・子育てグループ 　☎� 2222
岩見沢児童相談所　☎ 0126-22-1119

里親制度をご存知ですか
　里親とはいろいろな事情で家庭で養育できない子ど
もたちを、その家庭に代わって温かい愛情をもって養
育してくださる方のことで、児童福祉法に定められた
公的な制度です。
詳しくは、下記までお問い合わせください。

　固定資産税（第 3 期）※コンビニ可

　国民健康保険税（第 3 期）※コンビニ可

　介護保険料（第 3 期）

　後期高齢者医療保険料（第 3 期）

【問い合わせ】
 ･ 課税内容について　町税務課課税グループ  ☎� 7505・� 7504
 ･ 納税相談について　町税金対策室　　　  ☎� 7506

今月の納期限

10/1月
納税には

便利な
口座振替を！

※印の税金は、コンビニエンスストアで納められます。

健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

支払いは便利な口座振替を
●水道料金は自動的に支払うことができる
「口座振替（自動振込）」を活用しましょう。

振替日は、検針月の翌月１０日です。
●口座振替の手続きは、町建設水道課のほか、

町内の金融機関、郵便局の窓口で可能です。
通帳と銀行印をご持参ください。

●納入通知書（はがき）では、コンビニエン
スストアでもお支払いが可能です。普段、
銀行などの窓口でお支払ができない場合な
ど、コンビニエンスストアを活用して納め
ることができますのでご協力ください。

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

みんなの

水 道

住民基本台帳法改正に伴い、今月より
外国人住民も含まれます。

8月1日現在
（　）内は前月比

まちのおしらせinfomation ９
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台
風
に
備
え
て

　
9
月
は
、
1
年
で
最
も
台
風
の
発

生
・
接
近
・
上
陸
が
多
く
な
る
時
期
で

す
。テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
最
新
の
気
象
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
台
風
接
近
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。
台
風
に
よ
る
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
台
風
が
接
近
す
る
前
】

□
避
難
場
所
や
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
、

危
険
な
場
所
な
ど
を
家
族
で
確
認
し
て

お
く
。

□
屋
外
の
植
木
鉢
な
ど
飛
散
し
そ
う
な
も

の
は
屋
内
に
片
付
け
て
お
く
。

□
低
い
土
地
や
斜
面
の
そ
ば
に
い
る
方
は

早
め
の
避
難
を
検
討
す
る
。

【
台
風
が
接
近
し
て
大
雨
や
暴
風
の
影
響

を
受
け
始
め
た
時
】

□
な
る
べ
く
外
出
は
避
け
る
。

□
避
難
指
示
や
避
難
勧
告
な
ど
の
お
知
ら

せ
に
注
意
す
る
。

□
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
補
修
の
た
め
に
屋
根

に
上
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
。

□
増
水
し
た
川
や
高
波
が
打
ち
寄
せ
る
海

岸
や
防
波
堤
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

　

☎
0
1
1
（
6
1
1
）
0
1
7
0

税
関
で
は
、
戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
ら
れ
た
方
か
ら
お
預
か
り
し
た

約
87
万
件
の
保
管
証
券
類
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
方
も
返
還
請
求

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対

象

　

終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら

れ
た
方
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
、
帰
国
前

に
樺
太
、
満
州
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た

も
の

◆
問
い
合
わ
せ

函
館
税
関
監
視
部
統
括
監
視
官
部
門

　

☎
0
1
3
8（
4
0
）1
4
4
3

◆
日

時　

10
月
3
日
㈬
～
14
日
㈰

午
前
9
時
～
午
後
6
時

※
14
日
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

◆
場

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
無
料
体
験
会

7
日
㈰ 

午
後
1
時
～
3
時
ま
で
（
押

し
花
の
壁
掛
け
）

◆
問
い
合
わ
せ

安
達　

☎
�
5
5
0
9

【
ハ
イ
ジ
牧
場
&
リ
ン
ゴ
狩
り
バ
ス
ツ

ア
ー
】

◆
日

時　

10
月
17
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◆
見
学
場
所

ハ
イ
ジ
牧
場
、
仲
野
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

（
リ
ン
ゴ
狩
り
）、
な
が
ぬ
ま
温
泉
（
食

事
・
入
浴
）

◆
参
加
料

･
大
人　
　
　

2
7
0
0
円

・
小
人　
　
　

2
0
0
0
円

◆
申
込
期
間　

9
月
27
日
㈭
～
10
月
3
日
㈬

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主

催

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
0
2

◆
日

時　

９
月
15
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◆
場

所　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

◆
内

容

介
護
技
術
実
演
、屋
外
模
擬
店
、各
サ
ー

ク
ル
発
表
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
学
校
祭
実
行
委

員
会　
　

☎
�
６
０
６
０

◆
日

時　

9
月
9
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
内

容

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
雑
貨
や
お
菓
子
な

ど
、
わ
く
わ
く
す
る
お
店
が
栗
山
に
集

ま
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

手
作
り
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会  

宮
川

☎
�
1
7
8
8

◆
日

時　

9
月
20
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

◆
内

容

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
児
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
。
体
に
や
さ
し
い
手
作
り
パ

ン
の
セ
ッ
ト
や
、
野
菜
と
ル
ー
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
カ
レ
ー
セ
ッ
ト
の
販
売
、

雑
貨
な
ど
の
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
�
1
4
5
9

◆
日

時　

９
月
29
日
㈯

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分
（
午
後
１

時
か
ら
受
付
）

◆
場

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
内

容

き
ず
な
を
深
め
よ
う
～
家
族
同
士
が
つ
な

が
り
元
気
に
な
ろ
う
～
を
テ
ー
マ
に
家
族

や
当
事
者
の
体
験
発
表
、
交
流
会
な
ど

◆
対

象

精
神
障
が
い
者
の
家
族
、
当
事
者
、
精

神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方

◆
参
加
料　
　
　

無　

料

◆
主

催

社
団
法
人
北
家
連
空
知
地
域
協
議
会

◆
問
い
合
わ
せ

精
神
障
害
者
家
族
会  

よ
つ
ば
会 

中
井

☎
�
3
3
0
8

◆
日

時　

9
月
30
日
㈰

開　

場　

午
前
11
時
30
分

講　

演　

正
午

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
多
目

的
ホ
ー
ル

◆
内

容

　

各
市
町
村
の
先
人
よ
り
伝
わ
る
伝
統
芸

能
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
民

謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・
太
鼓
な
ど
の
楽
器

演
奏
・
歌
（
コ
ー
ラ
ス
・
合
唱
な
ど
）・

芝
オ
ケ
・
古
典
芸
な
ど
の
芸
能
交
流
会

◆
入
場
料

　

当
日
券　
　
　

7
0
0
円

　

前
売
り
券　
　

5
0
0
円

※
前
売
り
券
は
、
白
光
堂
楽
器
店
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
社
会
福
祉

協
議
会
内
）、
ま
ち
の
駅
栗
夢
プ
ラ
ザ
、

役
場
売
店

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
ふ
る
さ
と
芸
能
交
流
会
実
行
委

員
会　

伊
賀

☎
0
9
0（
6
6
9
2
）3
3
2
1

南
空
知

ふ
る
さ
と
芸
能
交
流
会

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

介
護
学
校
学
校
祭

空
知
地
域
精
神
障
が
い
者

家
族
大
会

め
ぐ
み
デ
パ
ー
ト

【問い合わせ】
赤い羽根共同募金事務局
栗山町社会福祉協議会　☎� 1322

９月 18 日㈫

継立神社祭典会場

９月 24 日㈪ ～ 26 日㈬

栗山天満宮例大祭会場

赤い羽根共同募金
キャンペーン事業

手
作
り
フ
ェ
ス
タ

in
く
り
や
ま

栗山天満宮例大祭
9 月 24 日月・25 日火・26 日水
露店出店路線は右図のとおり、「駅前通り」と「公園通り」です。

【問い合わせ】　※祭典行事関係 … 栗山天満宮　☎ 72-1370

14:00 ～　勝手にカラオケ
16:00 ～　カラオケ
                       みのり太鼓
19:30 ～　演歌歌手オンステージ（予定）　
20:00 ～　ビンゴゲーム

ご縁広場（松風 2）

【問い合わせ】松風商店街振興会事務局  有限会社そらち  ☎ �1236

戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
へ

13:00 ～

10 月 1 日から赤い羽根共同募金運動が始ま
ります。

秋祭り期間を「赤い羽根共同募金キャン
ペーン期間」として、募金協力いただいた方
に赤い羽根の代わりに北海道日本ハムファイ
ターズの選手カード（栗山監督、稲葉選手、
小谷野選手、田中選手、糸井選手）をお渡し
します。

皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

催
　
　
し

栗
山
町
押
し
花
サ
ー
ク
ル

作
品
展

まちのおしらせinfomation ９
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◆
採
用
予
定
人
員

◇
勤
務
地

・
消
防
署
（
栗
山
）　　
　

1
人

◆
受
験
資
格

①
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
（
平
成
25
年

4
月
資
格
取
得
見
込
み
含
む
）
で
平
成

2
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
心
身
強
健
で
、
視
力
両
眼
で
0
.
8

以
上
・
左
右
各
0
.
5
以
上（
眼
鏡
可
）

お
よ
び
聴
力
が
正
常
な
方

③
採
用
時
普
通
自
動
車
免
許
１
種
取
得
者

で
、
勤
務
地
に
居
住
で
き
る
方

※
採
用
時
に
大
型
自
動
車
免
許
を
取
得
し

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
採
用
後
に

同
免
許
を
取
得
す
る
事

※
日
本
国
籍
を
有
せ
ず
、
地
方
公
務
員
法

第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項
に
該
当

す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
・
卒
業
証
明
書（
見
込
み
含
む
）・

学
業
成
績
書
・
健
康
診
断
書
・
救
急
救

命
士
資
格
取
得
者
は
免
許
証
（
写
）・

自
動
車
運
転
免
許
証
（
写
）

※
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
に
つ
い
て
は
、

南
空
知
消
防
組
合
指
定
用
紙
を
使
用
す

る
こ
と
。

◆
提
出
期
限

　

９
月
28
日
㈮
必
着

◆
1
次
試
験
日　

　

10
月
21
日
㈰　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

◇
科

目

一
般
教
養
・
作
文
・
適
性
検
査
・
体
力

測
定
※
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
11

月
上
旬
を
予
定

◆
願
書
提
出
先
・
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部
（
中
央
3

丁
目
3
0
9
番
地
2
）

　

☎
�
1
8
3
5

◆
試
験
日　

11
月
11
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

･
岩
見
沢
市

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格
　
乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

10
月
1
日
㈪
～
10
日
㈬

※
電
子
申
請
の
場
合
は
、
9
月
28
日
㈮
～

10
月
7
日
㈰

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
試
験
日　

11
月
11
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

甲
種
（
第
１
～
５
類
）、
乙
種
（
第
１

～
７
類
）

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

10
月
1
日
㈪
～
10
日
㈬

※
電
子
申
請
の
場
合
は
、
9
月
28
日
㈮
～

10
月
7
日
㈰

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
対

象

◇
特

級

1
級
ま
た
は
単
一
等
級
取
得
後
5
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
１

級

７
年
以
上
、
ま
た
は
２
級
取
得
後
２
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
単
一
等
級

３
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
２

級

２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
３
級
取
得
者

◇
３

級

半
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
、

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

消
防
職
員
採
用

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
設
備
士
試
験

ま
た
は
該
当
す
る
科
目
で
職
業
訓
練
・

高
等
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
・
各
種
（
専

修
）
学
校
（
厚
生
労
働
大
臣
指
定
に
限

る
）
の
在
学
生
を
含
む
。

◆
実
施
職
種

機
械
保
全
、
配
管
、
鉄
筋
施
工
、
建
築

大
工
な
ど

◆
受
付
期
間

10
月
1
日
㈪
～
10
月
12
日
㈮

◆
そ
の
他

経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
、
実
施
職
種
、

受
検
手
数
料
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
２
５（
２
４
）１
８
８
０

◆
日

時　

10
月
9
日
㈫
～
12
日
㈮

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

◆
場

所

岩
見
沢
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
岩
見
沢
市

９
条
西
４
丁
目
１
）

◆
科

目

･
危
険
物
に
関
す
る
法
令

･
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

･
危
険
物
の
性
質
、
火
災
予
防
お
よ
び
消

火
の
方
法

･
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

講
習
会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
、
予

定
人
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
講
習
日
・
場
所

･
岩
見
沢
市　

10
月
2
日
㈫

･
札
幌
市　

10
月
16
日
㈫
・
12
月
7
日
㈮

い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
し
受
講

◆
対

象

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
前
に
免
状
の
交

付
ま
た
は
保
安
講
習
を
受
け
、
現
在
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険

物
取
扱
者
の
方

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

か
っ
た
方
が
、
そ
の
後
、
従
事
す
る
こ

と
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
従
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受

講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
以
降
３

年
以
内
ご
と
に
受
講
）。

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
過
去
２
年
以
内

に
免
状
の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
免
状
交
付
日
ま
た

は
講
習
日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
以
降
３
年
以
内

ご
と
に
受
講
）。

◆
受
付
期
間

受
講
開
催
日
の
10
日
前
ま
で

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　
　

幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
や
病

気
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
万
が
一
の

場
合
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
、
こ
ど
も
の
安
全
と
事
故
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時　

10
月
11
日
㈭

午
後
1
時
20
分
～
3
時
30
分

◆
場

所

　

栗
山
赤
十
字
病
院 

2
階
会
議
室

◆
内

容

･
幼
児
、
乳
児
の
家
庭
で
で
き
る
応
急
処
置

･
幼
児
、
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
の
仕
方

◆
受
講
料　

2
7
0
円
（
教
材
費
）

◆
申
し
込
み
期
限　

9
月
28
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
赤
十
字
病
院　

医
療
社
会
事
業
部

田
中　

☎
�
1
0
1
5

講
　
　
習

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習

募
　
　
集

試
　
　
験

後
期
技
能
検
定

幼
児
安
全
法
短
期
講
習

　町内の事業所に勤める従業員の賃金や労働条件、福利厚生制度などの実態を把握
することを目的した栗山町雇用労働実態調査を実施します。建設業、製造業、御・
小売業、サービス業（常用従業員５人以上）を営む事業所を対象に 2 年おきに実施
するものです。趣旨をご理解いただき、調査票の記入・提出にご協力お願いします。

【問い合わせ】
　町くりやまブランド推進室　☎ 73-7516

　就業構造基本調査は、ふだん仕事をしているかどうかや就業に関する希望など
について調査し、その結果は各種雇用対策、少子・高齢化対策などの基礎資料と
なります。調査は 5 年に一度行われており、全国の約 47 万世帯に住む 15 歳以上
の世帯員約 100 万人を対象に行う大規模な統計調査です。
　調査の対象となった世帯には、調査員証を携帯した統計調査員が伺いますので、
ご協力をお願いします。

就業構造基本調査
■対　象　湯地・朝日３丁目の一部から 30 世帯

雇用労働実態調査
■対　象　建設業、製造業、御・小売業、サービス業（常用従業員５人以上）

の事業所および従業員
■期　間　9 月 10 日㈪から 10 月 10 日㈬
　　　　　（委託事業所　株式会社マイクロフィッシュ）

【問い合わせ】　
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502ご

協
力
お
ね
が
い
し
ま
す

まちのおしらせinfomation ９



岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
「
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
で
す
。
期
間
中
、
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
へ
の
虐
待
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
特
設
電
話
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時

　
9
月
10
日
㈪
～
16
日
㈰　

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※
15
日
㈯
・
16
日
㈰
は
午
前
10
時
～
午
後

5
時
ま
で

◆
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0
0
3
）
1
1
0

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６
（
２
2
）
0
6
1
9

◆
日
時
・
場
所

　
9
月
21
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

　
9
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

9
月
19
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

20

相  
  

談

無
料
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

大
佐
賀
麻ま

お央 

7/4

五
十
嵐
咲さ

や綾 

7/18

上
田
璃り

な奈 

7/23

井
澤
暉あ

き
と人 

7/31

橋
元
亜あ
も
ん門 

8/3

坂
下
涼り
ょ
う
す
け介 

8/6

貴

士

佳
代
子

宏

史

七

枝

裕

也

依

里

智

明

紗
裕
理

重

治

眞
貴
子

勇

介

喜
美
江

大
井
分

中
央
３

朝
日
３

南
学
田

朝
日
４

中
央
１

お
め
で
た

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

福
井
和
子 

63 

7/19 

和

幸

海
老
名
笑
子 

76 

7/20 

忠

昭

渋
谷
さ
い 

91 

7/20 

本

人

福
岡
鬼
一 

84 

7/29 

本

人

坂
下
美
智
子 

82 

7/29 

幸

雄

酒
井
イ
セ
子 

91 

7/29 

本

人

荒
山
ユ
キ
エ 

81 

7/29 

健

治

西
海
キ
ク
ヱ 

94 

8/1 

本

人

棣
棠
昭
子 

85 

8/1 

本

人

遠
山
三
郎 

101 

8/1 

本

人

藤
谷
澄
夫 

79 

8/3 

本

人

古
俣
ツ
ネ 

88 

8/4 

本

人

谷
本
雄
二 

55 

8/4 

本

人

椎
名
春
彦 

67 

8/6 

本

人

金
谷
信
二 

84 

8/11 

研

一

お
く
や
み

角

田

中
央
３

日

出

錦

１

錦

３

中

里

南
学
田

朝
日
４

南
学
田

継

立

富

士

錦

１

継

立

朝
日
３

松
風
３

【
金
一
封
】

◇
坂
ノ
下
和
弘
さ
ん
（
和
歌
山
県
）
よ
り
総

務
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
）と
し

て
◇
松
原
春
子
さ
ん
（
松
風
3
）
よ
り
総

務
寄
附
金（
ま
ち
づ
く
り
）と
し
て
◇
松
本

直
子
さ
ん
（
新
潟
県
）
よ
り
総
務
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
）と
し
て
◇
荒
谷

亮
太
郎
さ
ん
（
埼
玉
県
）
よ
り
総
務
寄
附

金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
）と
し
て
◇
棣

棠
英
俊
さ
ん
（
南
学
田
）
よ
り
教
育
寄
附

金（
文
化
振
興
基
金
）と
し
て

【
金
一
封
】

◇
ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ
㈱
オ
オ
タ

◇
松
坂
志
津
枝
さ
ん
（
札
幌
市
）

21

ご  

厚  

意

　
　
町
　
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

■ 次号「広報くりやま 10 月号」の原稿締切は 9月13日㈭まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎�7501

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
物　

品
】

◇
粒
里
（
大
井
分
）
◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ

オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）
◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局
栗
山
店
（
朝

日
2
）
◇
く
す
り
の
え
び
な
（
中
央
2
）

【
慰　

問
】

◇
キ
ヨ
コ
と
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ（
千
歳
市
）

◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
山
下
テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）
◇
北
村
フ

ヂ
エ
さ
ん（
富
士
）◇
卜
部
澄
子
さ
ん（
松

風
4
）
◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）
◇

太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）
◇
西
岡
マ
サ

子
さ
ん
（
松
風
2
）

【
金
一
封
】

◇
松
原
春
子
さ
ん
（
松
風
3
）
◇
幅
田
伸

二
さ
ん
（
南
学
田
）
◇
遠
山  

通
さ
ん
（
継

立
）◇
覚
念
寺 

棣
棠
英
俊
住
職（
南
学
田
）

◇
と
き
わ
町
内
会
（
中
井
穠
会
長
）

【
物　

品
】

◇
と
き
わ
町
内
会
（
中
井
穠
会
長
）
◇
カ

イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）
◇

◇
ク
オ
ス
（
松
風
２
）
◇
粒
里
（
大
井
分
）

◇
ス
ー
パ
ー
寿
栗
山
店
（
朝
日
4
）

【
慰　

問
】

◇
椿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
（
新
十
津
川

町
）
◇
宝
玉
蓮
と
む
ぎ
の
会
（
岩
見
沢
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）
◇
シ

ナ
リ
ー
化
粧
品
砂
川
営
業
所
（
砂
川
市
）

高
齢
者
・
障
が
い
者

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

200 万円を手渡す松原さん

『AED で命を救う !!』救急講習

　
町
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
38
人
の
民
生
委
員
児
童
委
員

と
２
人
の
主
任
児
童
委
員
が
委

嘱
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
福

祉
や
家
族
、
住
居
、
年
金
、
育

児
、
教
育
の
こ
と
な
ど
、
地
域

の
相
談
役
で
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
や
、

パ
イ
プ
役
な
ど
も
担
っ
て
い
ま

す
。

　
地
域
の
誰
も
が
幸
せ
で
安
心

し
た
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
民

生
委
員
児
童
委
員
は
応
援
し
て

い
ま
す
。
何
か
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
児
童
委
員
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

■
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と

　
　
住
ま
い
・
生
活
な
ど

■
育
児
・
教
育
に
関
す
る
こ
と

　
　
育
児
・
学
校
生
活
な
ど

■
家
族
関
係
に
関
す
る
こ
と

　
　
扶
養
・
相
続
な
ど

■
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

　
　
介
護
・
施
設
利
用
な
ど

◆
包
丁
と
ぎ
奉
仕
活
動

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
）

◆
ふ
れ
あ
い
菜
園
づ
く
り

　（
在
宅
支
援
部
会
）

◆
児
童
公
園
な
ど
の
遊
具
点
検

　（
児
童
部
会
）

◆
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
啓
発

　（
生
活
向
上
部
会
）

◆
広
報
紙
の
発
行

　（
広
報
部
会
）

ほ
か
に
も
こ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

【問い合わせ】栗山町民生委員児童委員協議会事務局　町住民福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222

病気やけがはいつ起こるかわかりません。大切な命を救う
ためにＡＥＤの使用方法、心肺蘇生法を学びませんか？

日時　９月９日日　13：00 ～ 15：00
場所　ホテルパラダイスヒルズ
内容　救急隊によるＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取り

扱い、心肺蘇生法、応急処置などの講習

AED の無償点検サービス

【問い合わせ】栗山赤十字病院臨床工学課　☎ 72-1015 【問い合わせ】南空知消防組合消防署生活安全課　☎ 72-0150

栗山赤十字病院では町内に設置されている
ＡＥＤを対象に、臨床工学技士による無償

点検を行っています。ＡＥＤの
点検を希望される事業所は下記
までご連絡ください。日時を調
整のうえ点検に伺います。

主
な
相
談
内
容

まちのおしらせinfomation ９


